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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

塩
川
議
員

今
後
の
生
涯
学
習
社
会

の
構
築
に
つ
い
て
、
知
事
の
考
え
は
。

Ａ

生
涯
学
習
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が

心
豊
か
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し

た
人
生
を
送
る
た
め
に
有
意
義
な
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
に
も

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
市
町

村
と
も
連
携
し
、
一
人
ひ
と
り
の
自
己

実
現
と
と
も
に
学
習
の
成
果
を
生
か
し

た
活
動
が
、
社
会
全
体
で
盛
ん
に
行
わ

れ
、
広
が
っ
て
い
く
よ
う
努
め
て
ま
い
る
。

県
民
幸
福
度
日
本
一
を
目
指
す
本
県
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

桐
明
議
員

久
留
米
大
学
が
提
案
し

た
「
八
女
・
筑
後
医
療
圏
に
お
け
る
中

核
病
院
構
想
」
に
つ
い
て
見
解
を
尋
ね

る
。

Ａ

県
が
作
成
し
た
地
域
医
療
構
想

は
、
圏
域
で
将
来
求
め
ら
れ
る
病
床
の

機
能
と
病
床
数
の
在
り
方
を
示
す
も

の
。
一
方
、
大
学
の
提
案
は
医
師
確
保

の
観
点
か
ら
個
別
病
院
に
着
目
し
て
公

立
八
女
総
合
病
院
と
筑
後
市
立
病
院
の

統
合
を
提
案
さ
れ
た
も
の
。
提
案
は
、

県
の
地
域
医
療
構
想
の
考
え
方
を
頭
に

置
き
な
が
ら
、
ま
ず
は
両
病
院
の
関
係

者
で
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
。
県
は

検
討
状
況
を
踏
ま
え
て
適
切
に
助
言
し

て
い
く
。

片
岡
議
員

学
校
の
統
合
に
は
財
政

負
担
が
生
じ
る
。
市
町
村
を
確
実
に
支

援
す
る
た
め
、
財
政
的
・
人
的
支
援
の

拡
充
が
よ
り
必
要
に
な
る
。

Ａ

市
町
村
の
統
合
判
断
は
児
童
生
徒

に
と
っ
て
最
適
な
教
育
環
境
を
つ
く
る

と
い
う
観
点
を
重
視
し
つつ
、
財
政
や
人

的
な
面
も
含
め
総
合
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
県
教
育
委
員
会
と
し
て
は

市
町
村
の
学
校
統
合
の
計
画
に
つい
て
将

来
の
件
数
や
規
模
な
ど
を
把
握
し
、
見

通
し
を
立
て
て
国
の
補
助
金
獲
得
に
努

め
る
な
ど
市
町
村
の
検
討
が
円
滑
に
進

む
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

板
橋
議
員
「
九
州
オ
ル
レ
」（
高
低
差

の
少
な
い
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
）で
新

た
に
「
み
や
ま
・
清
水
山
コ
ー
ス
」
が
認

定
さ
れ
た
。
新
し
い
広
域
の
観
光
振
興

に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ
「
八
女
」「
久
留
米
・
高
良
山
」「
み

や
ま
・
清
水
山
」
の
３
コ
ー
ス
を
有
す

る
筑
後
地
域
に
は
、
歴
史
、
食
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
観
光
農
園
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

観
光
資
源
が
あ
る
。
市
町
村
と
連
携

し
、
宿
泊
滞
在
型
の
観
光
ル
ー
ト
と
し

て
Ｐ
Ｒ
す
る
。
平
成
２９
年
度
か
ら
「
ふ

く
お
か
よ
か
と
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
」
事
業
の

対
象
に
組
み
込
み
、
誘
客
に
つ
な
げ
た

い
。大

田
議
員

学
童
期
の
む
し
歯
予
防

で
、
モ
デ
ル
小
学
校
で
の「
フ
ッ
化
物
洗

口
」（
フ
ッ
化
物
の
水
溶
液
を
含
ん
で
の

う
が
い
）
が
新
規
事
業
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ

モ
デ
ル
校
で
は
学
校
職
員
、
保
護

者
等
で
検
討
会
を
設
置
。
実
施
手
順
等

を
協
議
し
、
保
護
者
や
学
校
側
の
不
安

を
払
拭
す
る
。
そ
の
上
で
説
明
会
を
開

ふ
っ
し
ょ
く

催
し
、
同
意
を
得
た
児
童
に
週
１
回
実

施
す
る
。
モ
デ
ル
校
の
取
り
組
み
を
報

告
書
と
し
て
ま
と
め
、
県
教
育
委
員
会

と
連
携
し
、「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
に
取
り

組
む
小
学
校
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

岳
議
員
（
障
が
い
者
が
農
業
に
参
入

す
る
）
農
福
連
携
を
い
か
に
進
め
て
い

く
の
か
。

Ａ

農
福
連
携
に
よ
っ
て
障
が
い
者
に

新
し
い
職
域
を
開
拓
し
、
自
立
と
地
域

社
会
へ
の
参
加
を
促
し
た
い
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
食
材
調

達
基
準
で
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
世
界
標
準
の
適

正
農
業
規
範
）の
認
証
を
取
得
の
上
、
障

が
い
者
が
主
体
的
に
携
わ
っ
て
生
産
し

た
農
産
物
や
畜
産
物
が
推
奨
さ
れ
る
事

項
に
加
わ
る
と
伺
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
情
報
提
供
し

て
い
く
。
ま
た
、
農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ（
市

場
）開
催
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

津
田
議
員

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
の

閉
園
は
周
辺
自
治
体
や
県
の
観
光
振
興

に
大
き
な
打
撃
と
な
る
。
県
の
対
策

は
。

Ａ

北
九
州
市
に
は
、
自
然
史
を
楽
し

く
学
べ
る
「
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
」
や

環
境
学
習
の
拠
点
で
あ
る
「
北
九
州
市

環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
な
ど
数
多
く
の
魅

力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
閉
園

報
道
後
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
に
送
客
実

績
の
あ
っ
た
県
外
の
旅
行
会
社
を
個
別

に
訪
問
し
、
地
域
の
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ

す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
今
後
も
北
九
州
市
と
緊
密
に
連
携

し
、
観
光
客
の
誘
客
に
取
り
組
む
。

阿
部
議
員

県
と
ハ
ワ
イ
州
の
姉
妹

提
携
締
結
及
び
県
議
会
と
州
議
会
の
国

際
友
好
親
善
促
進
の
盟
約
締
結
か
ら
３５

周
年
を
迎
え
、
１
月
に
議
長
や
知
事
な

ど
と
共
に
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
。
知
事

に
意
義
を
尋
ね
る
。

Ａ

３５
年
間
に
わ
た
り
続
い
て
き
た
交

流
の
重
み
に
思
い
を
致
し
、
先
人
の
ご
尽

力
に
敬
意
を
表
す
る
。
同
時
に
、
将
来

に
わ
た
っ
て
友
好
関
係
を
一
層
発
展
さ

せ
る
新
た
な
礎
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
地
で
開
催
し
た
「
福
岡
フェア
」
は
来

場
者
が
４
日
間
で
４
万
人
を
超
え
、
県

産
品
の
販
路
拡
大
等
に
向
け
て
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
。

香
原
議
員

全
国
の
半
分
以
上
の
２４

都
道
府
県
が
消
防
団
に
助
成
し
て
い

る
。
本
県
も
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
で

あ
る
。

Ａ

市
町
村
が
行
う
消
防
団
施
設
等
の

整
備
は
平
成
３２
年
度
ま
で
の
時
限
措
置

で
あ
る
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
対

象
。
１
０
０
％
起
債
可
能
で
、
う
ち
７０

％
が
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。
ま
ず
は

こ
の
活
用
を
市
町
村
に
助
言
し
て
い
く
。

ま
た
、
県
内
の
市
町
村
の
状
況
や
、
他
の

都
府
県
の
補
助
の
効
果
を
平
成
２９
年
度

か
ら
早
急
に
調
査
し
、
県
の
市
町
村
への

補
助
に
つい
て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

伊
豆
議
員

今
年
１０
月
１０

２８
日
、

１０

２８

２９
日

に
「
第
３７
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
」
の
会
場
と
な
る
鐘
崎
漁
港
の
環
境

美
化
等
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ

県
は
、
宗
像
市
が
実
施
す
る
放
流

場
所
の
舗
装
な
ど
の
支
援
に
加
え
、
地

元
と
連
携
し
、
ご
み
除
去
や
草
刈
り
な

ど
を
実
施
す
る
。
会
場
に
は
県
産
木
材

の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
県
産
の
花
の
苗
を
植

え
て
配
置
す
る
ほ
か
、
本
県
自
慢
の
農

林
水
産
物
や「『
神
宿
る
島
』宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
」
な
ど
を
紹
介
す
る

組
む
の
か
。
警
察
本
部
長
の
決
意
を
聞

く
。

Ａ

県
警
察
と
し
て
今
後
と
も
柳
川
市

を
は
じ
め
県
内
各
地
で
根
付
い
て
き
た

自
主
防
犯
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
県
内
約
１８
万
人
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
に
県
民
と
手
を
携
え
て
安
全

な
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
地
域
の
皆
さ
ま
に
よ
り
安
全
と
安

心
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域

の
犯
罪
情
勢
に
即
し
た
効
果
的
な
犯
罪

の
抑
止
対
策
と
徹
底
し
た
検
挙
活
動
を

強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

堀
議
員

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
開
発
許

可
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
。

Ａ

コ
ン
ビ
ニ
の
開
発
許
可
は
市
町
村
そ

れ
ぞ
れ
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

の
整
合
に
つい
て
報
告
を
受
け
、
個
別
審

査
し
て
い
る
。
市
街
化
調
整
区
域
で
も

市
町
村
が
地
域
づ
く
り
で
必
要
と
考
え

る
場
合
は
、
そ
の
意
向
を
反
映
で
き
る
。

今
後
と
も
運
用
が
硬
直
的
な
も
の
と
な

ら
な
い
よ
う
、
地
域
の
実
情
を
熟
知
し

た
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
開
発
許
可

制
度
を
適
正
に
運
用
し
て
い
く
。

パ
ネ
ル
も
展
示
。
周
辺
の
環
境
美
化
に

も
努
め
、
大
会
の
準
備
に
万
全
を
期
す
。

川
端
議
員

新
学
習
指
導
要
領
に
対

応
し
た
教
育
現
場
の
強
化
に
つ
い
て
教

育
長
の
決
意
を
聞
く
。

Ａ

小
中
学
校
全
て
の
教
員
に
新
学
習

指
導
要
領
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

を
実
現
す
る
授
業
改
善
研
修
等
を
継
続

し
、
実
践
的
指
導
力
の
向
上
を
推
進
し

て
い
く
。
学
校
に
は
保
護
者
や
地
域
への

説
明
、
協
力
要
請
を
働
き
掛
け
る
。
確

か
な
学
力
の
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
市
町
村
教
育
委
員
会

等
と
一
層
の
連
携
を
図
り
、
小
中
学
校

の
実
態
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援

吉
武
議
員

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
産
業
振
興
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
。

Ａ

本
県
の
強
み
や
特
徴
を
活
か
せ
る

「
医
療
福
祉
」「
農
業
・
食
品
」「
エ
ネ
ル
ギ

ー
」分
野
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

例
え
ば
、
セ
ン
サ
ー
で
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
人
口
知
能
で
解
析
し
、
あ
ま
お
う

な
ど
の
農
産
物
の
最
適
栽
培
を
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
や
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
稼
働

状
況
や
故
障
個
所
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
収
集
・
確
認
し
、
保
守
管

理
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど

に
取
り
組
む
。

椛
島
議
員

県
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
向
け
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り

を
進
め
て
い
く
。

十
中
議
員

稲
作
経
営
の
安
定
を
図

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ

高
齢
化
を
踏
ま
え
て
安
定
し
た
担

い
手
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
麦
や

大
豆
の
生
産
拡
大
に
よ
り
水
田
を
有
効

活
用
し
、
所
得
を
確
保
す
る
取
り
組
み

が
必
要
。
県
は
農
地
を
集
約
す
る
農
地

中
間
管
理
事
業
を
推
進
し
、
永
続
性
の

あ
る
担
い
手
が
中
心
と
な
る
生
産
構
造

に
誘
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
麦
や
大
豆

の
作
付
け
拡
大
を
進
め
る
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
県
産
米
の
消
費
拡
大

も
必
要
で
、「
夢
つ
く
し
」
や
新
品
種

「
実
り
つ
く
し
」
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
。

緑友会緑友会緑友会

堀 大助議員

椛島德博議員

吉武邦彦議員

自民党
県議団
自民党
県議団
自民党
県議団

津田公治議員

板橋 聡議員

片岡誠二議員香原勝司議員川端耕一議員

十中大雅議員 桐明和久議員

塩川秀敏議員大田 満議員

岳 康宏議員阿部弘樹議員伊豆美沙子議員


